









Semi-Colonial Mission Field Japan :






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1941年 北海道 東北 北関東 東京 南東京 中部 京都











図2日 本プ ロテスタン ト四大教派の変遷
1859年 米 国聖公会 米国オラソダ改革 ・米国長老教会 【プ ロテスタン ト開教】
1868【 明治維新】
1869蠍 会(CMS)
1872点 基督公会遡 在石讌 蘂 ご コ
階 緲 会儡)【 禁教↑高札撤去】 ↓ ㎜ 課 聯 覧
,
(1874)(関 東)公 会(関 西)
;為 「_≠ 米国一 一,
∴ ÷ 塑一網 ㎜畍
1878年 英米聖公会i1878内 国伝道会社1878日 本基督伝道会社　 　
在 日宣教師会議 く一…118791880MPC
ドイツ改革→ ↓






1887年 日本聖公会 く 一致 ・組合教会合 同運動
(日 本聖 公 会 伝 道会 社)L_卜_;r.,一.il_」
1889カ ナダ聖公会 合同 × ×挫折








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































米国聖 公会伝道機関誌 「ス ピリッ ト・オブ ・ミッシ ョ
ンズ」(1903年)掲 載 の 日本分割を示 した地 図
61
発
言
し
な
が
ら
名
簿
不
記
載
の
日
本
人
聖
職
を
く
わ
え
る
と
、
総
勢
六
〇
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。
米
国
系
日
本
人
聖
職
信
徒
は
「覚
書
」
に
よ
る
東
京
分
割
の
廃
止
を
求
め
、
第
七
号
議
案
と
し
て
「伝
道
区
画
撤
去
の
議
」
を
提
起
し
、
さ
ら
に
東
京
地
方
部
主
教
は
当
然
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
後
継
者
の
マ
キ
ム
主
教
で
あ
る
と
の
第
九
号
議
案
「東
京
地
方
部
監
督
後
任
ノ
議
」
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
地
域
分
割
の
撤
去
を
請
願
し
た
第
七
号
議
案
は
難
な
く
可
決
さ
れ
た
。
個
別
の
地
域
分
割
で
な
く
、
地
域
分
割
自
体
の
撤
廃
を
求
め
た
こ
の
議
案
は
、
英
系
米
系
を
問
わ
ず
大
多
数
の
日
本
人
に
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
紛
糾
し
た
の
は
第
九
号
議
案
で
あ
っ
た
。
米
国
系
日
本
人
ほ
ど
伝
道
上
の
障
害
に
鋭
敏
で
な
く
、
米
国
人
主
教
の
管
轄
下
に
お
か
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
の
あ
る
一
部
の
英
国
系
日
本
人
聖
職
は
、
討
議
自
体
の
延
長
再
議
や
中
止
を
求
め
る
こ
と
で
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
側
の
弁
護
に
ま
わ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
動
議
も
否
決
さ
れ
、
討
議
は
基
本
的
に
、
追
及
鋭
い
幾
多
の
日
本
人
代
議
員
の
質
問
を
ビ
カ
ス
テ
ス
が
な
ん
と
か
か
わ
す
と
い
う
進
行
に
な
っ
た
。
八
二
年
の
米
英
教
会
権
威
合
意
の
協
定
違
反
、
七
八
年
の
ラ
ソ
ベ
ス
会
議
決
議
の
軽
視
、
九
一
年
の
「覚
書
」
に
お
け
る
地
域
分
割
の
秘
密
協
定
な
ど
、
ピ
カ
ス
テ
ス
の
行
動
に
は
非
難
の
対
象
と
な
る
も
の
が
多
く
、
議
論
百
出
で
あ
っ
た
が
、
結
局
、
討
議
後
、
第
九
号
議
案
は
、
一
地
方
に
二
名
の
主
教
を
も
た
な
い
と
い
う
修
正
案
第
一
項
と
、
東
京
主
教
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
後
任
主
教
マ
キ
ム
で
あ
る
と
の
修
正
案
第
二
項
に
代
替
さ
れ
て
、
採
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
聖
職
と
信
徒
に
分
け
て
採
決
す
る
と
い
う
英
国
系
代
議
員
の
飯
田
栄
次
郎
の
発
言
が
あ
り
、
第
一
項
は
聖
職
・
信
徒
票
と
も
に
可
決
さ
れ
た
が
、
と
く
に
紛
糾
し
た
第
二
項
に
か
ん
し
て
は
多
数
派
意
見
が
退
け
ら
れ
る
と
い
う
異
例
の
決
着
と
な
っ
た
。
信
徒
側
の
大
多
数
が
修
正
第
二
項
に
賛
意
を
表
し
て
い
た
情
勢
下
、
「是
ハ
多
数
二
依
リ
テ
決
ス
ベ
キ
事
件
二
非
ズ
」
と
の
見
解
に
も
と
つ
い
た
信
徒
票
採
決
の
見
送
り
を
は
か
る
こ
と
で
、
結
局
、
信
徒
の
採
決
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
宣
教
師
で
は
英
国
人
六
人
に
米
国
人
四
人
、
日
本
人
聖
職
代
議
員
で
は
英
国
系
六
人
に
米
国
系
三
人
の
た
め
、
聖
職
代
議
員
の
み
で
票
決
す
れ
ば
英
国
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
宣
教
師
を
ふ
く
め
た
聖
職
代
議
員
側
で
多
数
派
と
な
る
英
国
サ
イ
ド
が
、
弁
明
を
強
い
ら
れ
て
不
利
な
状
況
か
ら
の
巻
き
返
し
に
な
ん
と
か
成
功
し
、
こ
の
急
場
を
し
の
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
日
後
の
一
月
二
二
日
に
マ
キ
ム
は
、
こ
の
第
九
号
議
案
ま
た
は
そ
の
修
正
案
第
二
項
に
か
ん
し
て
「信
徒
票
は
大
多
数
こ
の
決
議
に
賛
成
で
し
た
が
、
そ
れ
は
多
数
派
の
英
国
人
聖
職
の
票
決
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
も
し
票
決
が
聖
職
信
徒
(無
作
為
)
で
お
こ
な
わ
れ
　　
　
て
い
れ
ぽ
、
そ
れ
は
通
過
し
た
で
し
ょ
う
」
と
本
国
に
報
告
し
て
い
る
。
第
二
代
米
国
人
主
教
の
不
満
八
七
年
に
成
立
し
た
日
本
聖
公
会
に
お
け
る
地
域
設
定
の
経
緯
を
み
る
と
、
八
七
年
の
創
立
総
会
で
は
、
便
宜
上
近
接
し
た
地
方
に
地
方
会
を
暫
定
的
に
設
置
し
、
八
九
年
の
第
二
総
会
で
そ
の
区
域
設
定
は
主
教
と
日
本
聖
公
会
常
置
委
　　
　
員
仮
託
と
な
り
、
九
一
年
四
月
の
第
三
総
会
で
常
置
委
員
議
定
と
し
て
、
東
京
、
　
カ
　
大
阪
、
熊
本
(九
州
)
、
函
館
(北
海
道
)
の
四
地
方
部
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
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宗教的植民地化の断章
英
米
聖
公
会
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
管
轄
か
ら
す
る
と
、
九
州
と
北
海
道
は
C
M
S
の
独
占
伝
道
地
で
あ
っ
た
た
め
問
題
は
な
く
、
便
宜
上
、
本
土
を
東
京
と
大
阪
の
二
地
方
に
分
け
た
の
で
あ
る
が
、
東
京
と
大
阪
の
ど
ち
ら
に
も
米
英
宣
教
師
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
米
英
い
ず
れ
か
の
独
占
管
轄
地
が
決
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
九
一
年
七
月
の
ビ
カ
ス
テ
ス
と
ヘ
ア
の
覚
書
は
、
こ
の
日
本
聖
公
会
第
三
総
会
直
後
に
、
日
本
人
に
は
内
密
で
東
京
を
ふ
く
む
日
本
本
土
を
分
割
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
覚
書
か
ら
二
年
半
後
の
九
四
年
一
月
二
二
日
に
、
九
三
年
着
任
直
後
の
米
国
聖
公
会
第
二
代
日
本
伝
道
主
教
マ
キ
ム
は
、
日
本
聖
公
会
第
三
総
会
が
設
定
し
た
四
地
方
部
の
区
域
は
、
自
然
で
便
利
で
あ
り
、
こ
う
し
た
地
方
部
が
管
轄
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
分
割
は
都
会
と
い
う
よ
り
府
県
単
位
の
線
引
き
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
評
価
す
る
一
方
、
九
一
年
の
覚
書
に
も
と
つ
く
地
域
分
割
を
肯
定
す
る
よ
う
望
む
在
日
米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
関
連
の
聖
職
は
米
国
人
・
日
本
人
を
問
わ
ず
ひ
と
り
も
お
ら
ず
、
こ
の
協
定
の
た
め
米
国
サ
イ
ド
の
事
業
拡
張
は
す
で
に
　
お
　
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
、
本
国
に
報
告
し
た
ほ
ど
、
こ
の
覚
書
は
日
本
人
だ
け
で
な
く
米
国
側
に
も
不
評
で
あ
っ
た
。
3
第
二
次
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
米
国
聖
公
会
の
立
場
マ
キ
ム
は
さ
ら
に
同
書
簡
で
、
日
本
人
が
是
正
を
要
求
し
た
ビ
カ
ス
テ
ス
と
ヘ
ア
の
覚
書
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
予
想
さ
れ
る
英
国
人
主
教
の
出
か
た
を
報
告
し
、
米
国
サ
イ
ド
の
立
場
の
確
認
を
本
国
に
も
と
め
た
。
マ
キ
ム
は
ふ
た
つ
の
解
決
方
法
が
予
想
で
き
る
と
し
た
。
ひ
と
つ
は
英
国
人
主
教
ビ
カ
ス
テ
ス
が
大
阪
地
方
部
(大
阪
、
京
都
、
奈
良
)
管
轄
と
な
り
、
米
国
人
主
教
マ
キ
ム
が
東
京
地
方
部
を
管
轄
し
、
英
米
の
事
業
を
交
換
す
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
の
蓋
然
性
と
し
て
は
、
ビ
カ
ス
テ
ス
が
日
本
聖
公
会
に
臨
時
総
会
招
集
を
望
み
、
東
京
と
大
阪
を
そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
て
、
新
し
い
二
地
方
部
の
設
置
を
も
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
米
国
は
東
京
か
ら
本
州
北
端
の
東
北
ま
で
の
北
東
京
地
方
部
と
、
現
在
米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
働
い
て
い
る
大
阪
(市
内
か
ら
は
撤
退
)
・
京
都
・
奈
良
を
ふ
く
む
京
都
地
方
部
の
二
地
方
部
を
も
つ
こ
と
に
な
　
お
　
る
と
し
、
本
国
の
態
度
表
明
を
う
な
が
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
米
国
聖
公
会
総
裁
主
教
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
1
1
日
本
聖
公
会
が
決
定
し
た
教
区
形
成
へ
の
道
を
ひ
ら
く
日
本
の
四
地
方
部
を
黙
認
す
る
こ
と
。
2
ー
教
会
法
、
七
八
年
の
ラ
ン
ベ
ス
会
議
の
決
議
、
八
二
年
の
米
英
教
会
権
威
の
合
意
に
も
と
づ
き
、
東
京
に
一
人
以
上
の
主
教
在
住
に
明
確
に
反
対
す
る
こ
と
。
3
ー
四
地
方
部
の
聖
職
は
全
員
当
該
管
轄
主
教
の
も
と
に
入
る
こ
と
、
財
務
問
題
は
将
来
の
総
会
決
議
か
相
互
の
合
意
の
問
題
と
な
る
こ
と
の
三
点
を
指
摘
し
、
「ビ
カ
ス
テ
ス
の
東
京
在
住
は
ひ
と
つ
の
不
法
占
有
で
あ
り
、
八
二
年
の
米
英
教
会
権
　
ロ
　
威
間
の
合
意
も
無
視
し
た
も
の
」
と
の
マ
キ
ム
の
指
摘
を
ふ
ま
え
、
英
国
人
主
　
お
　
教
の
東
京
在
住
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
私
見
も
明
示
し
た
。
63
在
日
英
米
主
教
の
交
信
ビ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
の
覚
書
の
調
整
代
案
と
し
て
、
三
つ
の
計
画
を
ビ
カ
ス
テ
ス
に
打
診
し
て
い
た
マ
キ
ム
は
、
九
四
年
二
月
八
日
ビ
カ
ス
テ
ス
が
一
定
の
条
件
に
よ
っ
て
は
東
京
撤
退
の
意
思
が
あ
る
こ
と
を
本
国
に
報
告
し
、
翌
日
の
書
簡
で
は
ビ
カ
ス
テ
ス
に
大
阪
地
方
部
の
排
他
的
管
轄
権
が
あ
た
え
ら
れ
、
マ
キ
ム
に
東
京
地
方
部
の
排
他
的
管
轄
権
が
あ
た
え
ら
れ
る
と
の
結
論
に
双
方
と
　　
　
も
達
し
た
と
報
告
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ビ
カ
ス
テ
ス
は
二
月
一
七
日
の
返
信
で
、
三
つ
の
計
画
の
う
ち
第
一
の
計
画
を
選
ぶ
と
し
、
そ
の
場
合
、
英
米
間
の
選
択
は
、
一
定
の
修
正
を
く
わ
え
て
ビ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
の
覚
書
に
も
と
つ
く
事
業
を
継
続
す
る
か
、
英
国
-
大
阪
、
米
国
ー
東
京
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
管
轄
権
を
も
つ
か
に
な
る
と
し
た
。
こ
の
と
き
ピ
カ
ス
テ
ス
は
、
東
京
地
方
会
議
長
の
職
権
を
米
国
人
主
教
に
譲
り
、
年
間
か
な
り
の
時
期
を
大
阪
で
過
ご
す
と
明
記
し
て
も
よ
い
と
し
な
が
ら
、
東
京
で
の
英
国
の
管
轄
権
を
断
念
す
る
気
は
な
く
、
依
然
と
し
て
、
前
者
の
ビ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
間
の
旧
「
覚
書
」
の
範
疇
に
執
着
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
教
会
権
威
間
の
合
意
が
必
要
な
た
め
、
ビ
カ
ス
テ
ス
は
、
も
し
マ
キ
ム
が
望
む
な
ら
一
月
三
〇
日
の
書
簡
で
ビ
カ
ス
テ
ス
が
マ
キ
ム
に
示
し
た
別
の
案
を
米
英
の
母
教
会
と
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
に
提
案
す
る
用
意
が
あ
る
と
も
　れ
　
述
べ
た
。
そ
れ
が
、
マ
キ
ム
が
一
月
二
二
日
の
書
簡
で
予
想
し
て
い
た
東
京
・
大
阪
の
二
地
方
部
を
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
に
二
分
割
す
る
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
マ
キ
ム
は
こ
の
四
日
後
の
二
月
二
〇
日
、
四
点
か
ら
な
る
案
を
ビ
カ
ス
テ
ス
に
提
示
し
た
。
1
ー
ビ
カ
ス
テ
ス
は
大
阪
主
教
の
名
称
を
と
り
、
大
阪
地
方
会
(大
阪
教
区
会
)
議
長
職
権
者
と
な
る
。
2
ー
マ
キ
ム
は
東
京
主
教
の
名
称
を
と
り
、
東
京
地
方
会
(東
京
教
区
会
)
議
長
職
権
者
と
な
る
。
3
1
大
阪
地
方
で
働
く
聖
職
・
伝
道
師
は
全
員
大
阪
主
教
か
ら
認
可
状
を
受
け
、
主
教
権
能
の
た
め
か
れ
を
訪
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
4
1
東
京
地
方
で
働
く
聖
職
・
伝
道
師
は
全
員
東
京
主
教
か
ら
認
可
状
を
受
け
、
主
教
権
能
の
た
め
か
れ
を
訪
問
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
英
国
人
会
衆
(お
よ
び
そ
の
チ
ャ
プ
レ
ン
)
を
超
地
域
と
す
る
。
ビ
カ
ス
テ
ス
の
在
住
地
は
議
論
の
対
象
と
　
お
　
な
ら
ず
、
管
轄
権
の
み
関
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
は
、
英
国
人
主
教
の
在
住
地
を
問
わ
な
い
と
の
要
素
を
の
ぞ
い
て
、
米
国
の
総
裁
主
教
の
見
解
と
一
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ビ
カ
ス
テ
ス
は
翌
二
一
日
の
返
信
で
、
完
全
な
教
区
組
織
の
方
向
性
に
は
ま
だ
同
意
で
き
な
い
も
の
の
、
第
一
・
第
二
提
案
は
容
認
す
る
用
意
が
あ
る
と
応
答
し
た
。
こ
れ
は
一
見
ビ
カ
ス
テ
ス
が
マ
キ
ム
案
に
応
じ
た
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
問
題
が
す
り
か
わ
っ
て
い
た
。
マ
キ
ム
は
米
英
教
会
権
威
の
認
可
を
前
提
と
し
て
、
ま
た
ビ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
間
の
合
意
撤
廃
を
前
提
と
し
て
、
資
産
交
換
、
人
員
異
動
に
こ
だ
わ
ら
な
い
東
京
-
米
、
大
阪
-
英
と
い
う
管
轄
権
問
題
と
し
て
提
案
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
ビ
カ
ス
テ
ス
は
こ
の
提
案
を
変
更
可
能
な
一
時
的
な
も
の
と
解
し
、
ビ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
の
覚
書
で
調
整
し
た
管
轄
権
の
線
引
き
が
ま
だ
有
効
で
あ
る
と
合
意
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
管
轄
権
を
と
も
な
う
東
京
残
留
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
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る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ビ
カ
ス
テ
ス
は
、
も
し
大
阪
地
方
の
米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
東
京
地
方
の
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
資
産
と
外
国
人
員
が
交
換
さ
れ
な
い
　の
　
な
ら
、
第
三
・
第
四
は
容
認
不
可
能
と
拒
否
し
た
。
資
産
に
か
ん
し
て
は
、
米
国
の
大
阪
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
英
国
の
東
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
約
倍
額
と
な
る
一
方
、
外
国
人
員
に
か
ん
し
て
は
、
英
国
の
東
京
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
が
米
国
の
大
阪
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
約
倍
数
と
な
る
変
則
的
な
均
衡
を
、
米
国
教
会
権
威
は
将
来
の
解
決
問
題
と
し
て
考
慮
す
る
路
線
を
認
め
て
い
た
の
に
た
い
し
、
英
国
人
主
教
ビ
カ
ス
テ
ス
は
否
定
要
素
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
九
四
年
一
月
一
七
日
の
日
本
聖
公
会
東
京
地
方
部
第
九
回
地
方
会
以
後
、
重
ね
て
き
た
マ
キ
ム
と
の
折
衝
で
、
ビ
カ
ス
テ
ス
は
東
京
撤
退
の
意
思
を
示
し
は
し
な
が
ら
も
、
現
実
に
は
決
し
て
こ
れ
を
認
め
る
意
思
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
は
、
東
京
地
方
部
を
米
国
が
、
大
阪
地
方
部
を
英
国
が
そ
れ
ぞ
れ
占
有
す
る
と
い
う
米
国
寄
り
の
案
と
、
東
京
分
割
を
ふ
く
む
日
本
の
地
域
分
割
と
い
う
ビ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
間
の
合
意
を
一
時
修
正
す
る
こ
と
で
東
京
残
留
を
は
か
る
ビ
カ
ス
テ
ス
案
と
、
こ
れ
が
認
可
さ
れ
な
い
場
合
と
し
て
、
英
国
サ
イ
ド
が
最
終
的
に
提
示
す
る
東
京
・
大
阪
各
地
方
部
の
二
分
割
と
い
う
三
択
の
な
か
で
、
最
初
の
米
国
寄
り
の
案
は
遠
の
い
た
。
マ
キ
ム
は
三
日
後
の
二
月
二
四
日
、
管
轄
権
に
か
ん
し
て
は
ビ
カ
ス
テ
ス
が
固
執
す
る
ピ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
の
覚
書
に
も
と
つ
く
合
意
は
不
満
足
で
あ
り
、
英
米
主
教
が
そ
の
名
称
を
と
る
よ
う
な
英
米
管
轄
権
を
日
本
聖
公
会
地
方
部
と
重
ね
合
わ
せ
る
た
め
の
方
法
を
み
つ
け
る
ま
で
は
、
覚
書
以
前
の
事
業
の
線
引
き
(日
本
聖
公
会
第
三
総
会
設
定
の
四
地
方
部
)
に
戻
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
返
信
し
、
不
法
な
東
京
在
住
と
東
京
撤
退
(管
轄
権
返
上
)
を
決
し
て
認
め
よ
　　
　
う
と
し
な
い
ビ
カ
ス
テ
ス
と
の
あ
い
だ
で
、
い
っ
た
ん
交
渉
を
打
ち
切
っ
た
。
日
本
地
域
分
割
と
東
京
・
大
阪
市
事
業
分
割
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
ビ
カ
ス
テ
ス
と
マ
キ
ム
は
、
大
阪
在
住
日
本
人
聖
職
信
徒
の
意
向
を
聞
く
た
め
、
三
月
に
大
阪
地
方
部
臨
時
地
方
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
で
、
本
州
を
「東
京
・
横
浜
・
京
都
・
大
阪
」
と
す
る
四
地
方
部
案
が
登
場
、
は
じ
め
て
東
京
地
方
部
と
大
阪
地
方
部
を
そ
れ
ぞ
れ
二
分
す
る
案
が
浮
上
し
て
い
る
が
、
結
局
、
日
本
全
土
を
一
大
教
区
と
す
る
現
状
　れ
　
維
持
派
が
多
数
を
制
し
た
。
し
か
し
、
東
京
・
大
阪
各
二
分
割
は
ビ
カ
ス
テ
ス
寄
り
の
案
で
あ
り
、
か
れ
の
意
を
受
け
た
日
本
人
に
よ
る
動
き
が
感
知
さ
れ
る
臨
時
地
方
会
で
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
、
こ
の
懸
案
を
解
決
す
る
た
め
に
、
日
本
聖
公
会
臨
時
総
会
が
九
四
年
五
月
九
・
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ビ
カ
ス
テ
ス
と
マ
キ
ム
は
「
本
道
に
於
け
る
大
教
区
組
織
の
議
案
」
を
提
示
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
東
京
地
方
部
を
南
北
に
、
大
阪
地
方
部
を
京
都
と
大
阪
に
そ
れ
ぞ
れ
二
分
す
る
と
い
う
ビ
カ
ス
テ
ス
と
マ
キ
ム
の
交
渉
過
程
で
の
三
択
の
最
終
案
で
あ
っ
た
。
大
阪
臨
時
地
方
会
で
退
け
ら
れ
た
議
案
の
再
登
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
九
州
と
北
海
道
を
合
わ
せ
て
、
日
本
聖
公
会
は
四
地
方
部
か
ら
六
地
方
部
編
成
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
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と
こ
ろ
で
、
ビ
カ
ス
テ
ス
は
二
月
一
七
日
付
書
簡
で
、
管
轄
権
を
も
つ
諸
主
教
の
地
方
部
は
、
お
そ
ら
く
将
来
日
本
人
自
治
区
諸
主
教
の
地
域
的
教
区
に
な
る
日
本
聖
公
会
の
地
方
部
と
は
連
続
せ
ず
、
重
な
る
も
の
で
は
な
い
と
の
「難
点
」
に
言
及
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
ビ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
の
覚
書
に
あ
る
、
英
米
主
教
は
将
来
日
本
人
自
治
区
の
主
教
制
に
お
け
る
先
駆
者
と
の
言
及
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
米
国
人
主
教
マ
キ
ム
が
望
む
、
米
英
主
教
管
轄
権
を
現
在
の
日
本
聖
公
会
地
方
部
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
教
区
組
織
　お
　
と
す
る
と
の
立
場
や
、
米
国
聖
公
会
総
裁
主
教
ジ
ョ
ソ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
　れ
　
「
日
本
の
四
地
方
部
が
将
来
の
教
区
形
成
に
道
を
ひ
ら
ぐ
も
の
」
と
い
う
米
国
サ
イ
ド
と
は
正
反
対
の
認
識
で
あ
り
、
英
国
人
主
教
管
轄
地
域
を
将
来
の
日
本
人
自
治
教
区
形
成
の
た
め
に
譲
る
こ
と
は
な
い
と
の
母
教
会
の
在
日
権
益
維
持
優
先
の
表
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「大
教
区
組
織
の
議
案
」
は
、
地
方
部
を
「
大
教
区
組
織
」
と
表
現
し
、
一
地
方
部
に
二
主
教
が
存
在
す
る
変
則
状
況
を
是
正
し
た
こ
と
で
マ
キ
ム
の
主
張
の
い
く
ぶ
ん
か
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
議
案
内
に
独
立
日
本
人
主
教
職
設
置
の
際
に
は
教
区
の
新
設
が
必
要
と
追
記
し
た
こ
と
で
、
日
本
人
主
教
区
が
独
立
設
置
さ
れ
て
も
現
有
の
英
国
人
主
教
管
轄
区
は
現
状
維
持
で
き
る
と
の
ビ
カ
ス
テ
ス
の
思
惑
を
、
よ
り
着
実
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
も
英
国
が
東
京
を
撤
退
し
な
い
こ
と
に
な
る
こ
の
議
案
で
は
、
四
か
月
足
ら
ず
ま
え
の
第
九
回
東
京
地
方
会
で
ビ
カ
ス
テ
ス
の
協
定
違
反
と
な
る
東
京
在
住
を
激
し
く
指
弾
し
た
日
本
人
の
共
感
を
得
る
は
ず
も
な
く
、
議
場
は
議
論
百
出
で
大
混
乱
と
な
っ
た
た
め
、
委
員
を
設
置
し
て
修
正
案
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
東
京
・
大
阪
の
両
地
方
部
を
そ
れ
ぞ
れ
ふ
た
つ
の
伝
道
区
に
分
け
、
伝
道
区
の
区
画
は
東
京
・
大
阪
両
市
の
ほ
か
は
原
案
(ビ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
の
覚
書
の
日
本
分
割
と
ほ
ぼ
お
な
じ
も
の
)
に
し
た
が
い
、
両
市
に
か
ん
し
て
は
土
地
に
区
画
を
設
け
ず
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
事
業
に
よ
っ
て
区
分
す
る
こ
と
、
マ
キ
ム
を
東
京
地
方
会
の
議
長
、
ビ
カ
ス
テ
ス
を
大
阪
地
方
会
の
議
長
に
す
る
と
い
う
も
の
で
、
結
局
こ
れ
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
京
と
大
阪
の
両
市
の
み
は
排
他
的
「地
域
」
分
割
で
は
な
く
、
排
他
的
「事
業
」
分
割
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
れ
に
よ
り
、
ビ
カ
ス
テ
ス
に
す
れ
ば
、
日
本
人
と
米
国
サ
イ
ド
か
ら
非
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
東
京
在
住
を
協
定
違
反
状
態
か
ら
救
い
出
し
、
み
ず
か
ら
の
東
京
撤
退
(管
轄
権
返
上
)
を
阻
止
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
臨
時
総
会
後
の
父
親
宛
書
簡
の
な
か
で
ビ
カ
ス
テ
ス
は
「す
べ
て
は
す
ぐ
れ
て
非
常
に
う
ま
く
い
き
ま
　　
　
し
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。
在
日
米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
譲
歩
で
は
、
マ
キ
ム
は
な
ぜ
こ
の
英
国
寄
り
の
解
決
案
に
譲
歩
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
臨
時
総
会
直
後
の
五
月
=
日
の
書
簡
で
、
マ
キ
ム
は
そ
の
理
由
を
本
国
に
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
人
は
東
京
も
大
阪
も
ち
か
い
将
来
は
日
本
人
教
区
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
そ
れ
を
妨
げ
る
よ
う
な
い
か
な
る
分
割
も
決
定
的
に
嫌
が
っ
て
い
た
が
、
ビ
カ
ス
テ
ス
と
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
は
英
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国
関
連
の
お
お
き
な
利
権
の
た
め
に
、
東
京
を
完
全
に
米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
引
き
渡
す
こ
と
に
反
対
し
た
と
伝
え
、
七
年
ま
え
で
あ
れ
ぽ
東
京
は
完
全
に
米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
が
獲
得
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
は
不
可
能
で
あ
り
、
七
年
ま
え
に
英
国
人
主
教
と
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
ほ
と
ん
ど
反
対
を
受
け
ず
に
東
京
に
入
り
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
貴
重
な
資
産
を
購
入
し
た
た
め
、
そ
れ
ら
は
お
お
き
な
不
満
と
悪
感
情
な
し
に
は
、
か
れ
ら
か
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
可
決
さ
れ
た
修
正
案
は
ぎ
こ
ち
な
く
、
改
善
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
の
難
問
を
調
和
的
に
解
決
し
得
る
最
善
の
も
の
で
あ
り
、
正
当
な
権
　お
　
威
の
承
認
を
条
件
に
、
こ
れ
を
受
容
す
る
と
報
告
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
キ
ム
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
補
足
説
明
に
よ
っ
て
こ
の
妥
協
案
を
本
国
が
受
け
い
れ
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
臨
時
総
会
可
決
の
分
割
修
正
案
は
、
東
京
に
は
地
域
区
画
を
も
う
け
ず
、
米
国
人
主
教
の
単
独
管
轄
下
に
は
いノ
る
京
都
地
方
に
、
丹
後
と
丹
波
が
あ
ら
た
に
あ
た
え
ら
れ
、
従
来
は
米
英
二
主
教
が
交
互
に
着
座
し
て
い
た
東
京
地
方
会
の
議
長
は
米
国
人
主
教
が
保
持
す
る
こ
と
で
、
ビ
カ
ス
テ
ス
・
ヘ
ア
の
合
意
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
米
国
人
主
教
は
東
京
市
共
有
管
轄
権
お
よ
び
東
京
か
ら
青
森
ま
で
の
単
独
管
轄
権
、
大
阪
市
共
有
管
轄
権
お
よ
び
京
都
を
中
心
と
す
る
新
地
方
部
の
単
独
管
轄
権
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
日
本
の
総
人
口
四
千
万
の
う
ち
千
七
百
万
の
魂
が
米
国
人
主
教
に
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
報
告
し
、
地
域
分
割
を
し
め
し
た
日
本
地
図
を
同
封
し
て
、
本
州
四
分
割
・
日
本
六
分
割
に
た
い
す
る
本
国
の
理
解
を
求
め
た
。
マ
キ
ム
は
在
日
宣
教
師
数
で
英
米
間
の
割
合
が
五
対
一
で
あ
る
と
い
う
劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
る
米
国
が
地
域
に
か
ん
す
る
不
満
を
こ
ぼ
さ
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
言
明
し
な
が
ら
、
六
管
轄
権
の
英
米
間
の
割
合
が
四
対
二
に
な
る
成
果
を
暗
　
　
　
示
し
た
。
米
英
母
教
会
の
対
応
と
東
京
・
大
阪
各
地
域
分
割
し
か
し
、
米
国
聖
公
会
内
外
伝
道
協
会
理
事
会
(
八
五
年
に
国
内
・
外
国
両
委
員
会
を
統
廃
合
)
の
同
年
五
月
八
日
の
決
議
は
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
を
米
国
聖
公
会
の
日
本
管
轄
地
と
し
て
保
持
す
る
と
の
非
現
実
的
な
判
断
を
し
め
し
た
。
こ
れ
は
、
マ
キ
ム
が
受
容
し
た
東
京
・
大
阪
二
分
を
ふ
く
む
日
本
の
地
域
分
割
(東
京
・
大
阪
は
事
業
分
割
)
と
い
う
日
本
聖
公
会
臨
時
総
会
可
決
の
分
割
修
正
案
が
届
く
直
前
の
決
議
で
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
を
受
信
し
た
マ
キ
ム
は
、
東
京
と
大
阪
在
住
の
英
国
人
宣
教
師
数
は
米
国
人
宣
教
師
以
上
で
あ
り
、
日
本
の
三
大
都
市
で
米
国
が
完
全
な
管
轄
権
を
要
求
す
る
こ
と
は
決
し
て
受
け
　げ
　
い
れ
ら
れ
な
い
要
望
で
あ
る
と
返
信
し
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
英
国
教
会
は
既
得
し
て
い
た
熊
本
(九
州
)
と
函
館
(北
海
道
)
地
方
部
、
ま
た
あ
ら
た
に
獲
得
し
た
大
阪
「伝
道
区
」
に
ぞ
く
ぞ
く
と
主
教
を
着
任
さ
せ
、
英
国
主
教
管
轄
権
に
も
と
つ
く
日
本
に
お
け
る
基
盤
を
確
固
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
九
四
年
三
月
に
は
熊
本
地
方
部
主
教
に
在
日
C
M
S
宣
教
師
ヘ
ソ
リ
ー
・
エ
ヴ
ィ
ン
ト
ン
を
聖
別
、
南
東
京
伝
道
区
に
は
ピ
カ
ス
テ
ス
が
着
座
、
大
阪
伝
道
区
主
教
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ー
ド
レ
ー
を
任
命
、
九
六
年
六
月
に
は
北
海
道
地
方
部
主
教
に
在
日
C
M
S
宣
教
師
P
・
K
・
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フ
ァ
イ
ソ
ン
を
任
命
す
る
こ
と
で
、
九
六
年
ま
で
に
、
日
本
聖
公
会
の
六
地
方
部
の
う
ち
米
国
サ
イ
ド
の
二
地
方
部
を
の
ぞ
く
四
地
方
部
す
べ
て
に
主
教
を
迅
速
に
着
任
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
米
国
サ
イ
ド
は
、
一
九
世
紀
中
は
北
東
京
地
方
部
に
マ
キ
ム
が
そ
の
ま
ま
着
任
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
九
四
年
五
月
の
日
本
聖
公
会
臨
時
総
会
で
米
国
聖
公
会
管
轄
地
と
し
て
設
置
さ
れ
た
京
都
地
方
部
を
、
翌
九
五
年
一
〇
月
の
米
国
聖
公
会
総
会
は
単
独
主
教
管
轄
区
と
み
な
す
こ
と
を
否
認
し
、
同
地
方
部
主
教
候
補
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
単
独
主
教
管
轄
区
と
し
て
の
京
都
地
方
部
は
次
回
三
年
後
の
九
八
年
の
総
会
ま
で
本
国
か
ら
承
認
す
　　
　
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
九
四
年
の
日
本
聖
公
会
臨
時
総
会
可
決
の
修
正
分
割
案
が
、
米
国
に
と
っ
て
、
不
法
な
英
国
の
東
京
進
出
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
よ
り
不
利
な
譲
歩
を
強
い
る
内
容
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
聖
公
会
臨
時
総
会
の
二
年
後
の
九
六
年
の
第
五
総
会
は
、
伝
　
　
　
道
区
画
の
変
更
と
伝
道
区
組
織
廃
止
を
確
定
し
て
、
事
業
上
の
分
割
と
し
て
い
た
東
京
・
大
阪
両
市
は
、
ふ
た
た
び
地
域
分
割
へ
と
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
述
し
た
九
四
年
一
月
の
東
京
地
方
部
第
九
回
東
京
地
方
会
の
第
九
号
修
正
議
案
第
二
項
の
英
国
サ
イ
ド
に
有
利
に
は
た
ら
く
少
数
派
の
逆
転
否
決
と
お
な
じ
く
、
こ
の
第
五
総
会
も
、
少
数
派
逆
転
可
決
と
い
う
、
少
数
派
が
多
数
派
を
制
す
る
　　
　
不
可
解
な
決
定
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
日
本
人
の
総
意
が
多
数
派
と
い
う
情
勢
の
な
か
で
、
英
国
系
日
本
人
聖
職
が
少
数
派
議
案
サ
イ
ド
の
英
国
、・
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
動
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
も
推
量
可
能
で
あ
る
。問
題
再
燃
と
英
国
教
会
の
沈
黙
聖
公
会
の
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
は
、
一
八
五
三
年
1
五
九
年
の
中
国
を
嚆
矢
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
、
日
本
(
二
度
)
と
経
験
さ
れ
て
き
た
が
、
九
七
年
に
な
る
と
、
中
国
で
こ
の
問
題
が
再
浮
上
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
年
開
催
の
第
四
回
ラ
ン
ベ
ス
会
議
は
、
こ
の
上
海
の
主
教
管
轄
権
問
題
に
か
ん
し
て
三
原
則
を
む
　
お
　
決
議
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
第
二
四
・
二
五
項
に
ま
と
め
た
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
こ
の
ラ
ン
ベ
ス
会
議
直
後
の
九
七
年
八
月
五
日
、
在
日
英
国
人
主
教
で
南
東
京
地
方
部
主
教
の
ピ
カ
ス
テ
ス
が
逝
去
し
た
。
米
国
サ
イ
ド
は
、
こ
れ
を
契
機
に
、
ま
た
ラ
ン
ベ
ス
会
議
の
上
海
管
轄
権
問
題
が
外
国
伝
道
一
般
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、
日
本
に
か
ん
し
て
も
再
度
こ
の
問
題
を
浮
上
さ
せ
よ
う
と
の
動
き
を
み
せ
る
。
マ
キ
ム
は
ピ
カ
ス
テ
ス
の
後
任
と
そ
の
管
轄
権
に
か
ん
し
再
考
を
う
な
が
す
目
的
で
、
大
阪
地
方
部
の
英
国
人
主
教
オ
ー
ド
レ
ー
を
同
行
し
て
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
と
協
議
す
る
予
定
を
本
国
に
伝
　お
　
え
た
。
第
四
回
ラ
ン
ベ
ス
会
議
で
採
択
さ
れ
て
い
た
の
は
、
「
お
な
じ
場
所
で
二
名
の
聖
公
会
主
教
が
管
轄
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
、
各
主
教
は
教
区
会
や
地
方
会
に
お
い
て
、
こ
の
原
則
を
法
規
や
決
議
と
な
す
こ
と
で
総
会
の
合
意
を
得
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
」
「
過
去
に
不
注
意
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
権
利
は
、
そ
の
68
宗教的植民地化の断章
よ
う
な
不
注
意
か
ら
生
じ
た
悪
を
可
能
な
限
り
正
す
と
の
見
識
を
も
っ
て
、
当
事
者
間
の
平
和
的
協
定
の
た
め
に
、
関
連
す
る
立
場
に
あ
る
各
主
教
の
調
整
が
な
さ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
決
議
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
マ
キ
ム
と
そ
の
諮
問
委
員
会
(在
日
宣
教
師
常
置
委
員
会
)
は
オ
ー
ド
レ
ー
に
想
起
さ
せ
、
主
教
空
位
の
南
東
京
地
方
部
の
定
期
地
方
会
が
近
づ
い
て
い
る
た
め
、
東
京
・
大
阪
両
市
　
れ
　
の
「変
則
」
状
況
を
調
整
す
る
会
議
の
開
催
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
米
国
サ
イ
ド
と
し
て
は
、
第
二
次
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
に
お
け
る
東
京
-
米
国
、
大
　あ
　
阪
ー
英
国
と
い
う
三
択
の
最
初
の
案
を
再
稼
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
英
国
サ
イ
ド
が
意
欲
的
に
応
じ
な
け
れ
ば
前
進
し
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
カ
ソ
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
が
大
阪
地
方
部
主
教
オ
ー
ド
レ
ー
を
、
ビ
カ
ス
テ
ス
の
後
任
と
し
て
空
位
の
南
東
京
地
方
部
主
教
に
転
任
さ
せ
た
こ
と
で
、
東
京
で
の
英
国
の
権
益
を
米
国
に
譲
渡
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
り
、
第
二
次
日
本
伝
道
管
轄
権
問
題
の
論
議
は
再
開
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
在
日
米
国
聖
公
会
宣
教
師
会
議
は
、
京
都
の
管
轄
区
を
創
設
し
て
日
本
聖
公
会
が
設
置
し
た
地
方
会
を
認
め
そ
の
京
都
地
方
部
に
主
教
を
選
出
　
お
　
す
る
こ
と
を
、
本
国
に
も
と
め
た
。
九
八
年
の
米
国
聖
公
会
は
こ
れ
を
容
認
し
、
　
り
　
京
都
地
方
部
主
教
に
シ
ド
ニ
ー
・
C
・
パ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
選
出
、
パ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
一
九
〇
〇
年
二
月
に
主
教
按
手
を
受
け
京
都
に
着
任
し
た
。
こ
こ
に
、
よ
う
や
く
日
本
聖
公
会
六
地
方
部
は
、
四
地
方
部
に
英
国
人
主
教
、
二
地
方
部
に
米
国
人
主
教
が
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
英
国
の
東
京
撤
退
と
米
国
の
大
阪
撤
退
に
よ
る
米
国
サ
イ
ド
の
東
京
単
独
管
轄
権
の
実
現
へ
の
期
待
を
捨
て
き
れ
ず
に
、
日
本
聖
公
会
が
設
置
し
た
米
国
側
の
二
地
方
部
を
、
米
国
聖
公
会
の
二
伝
道
主
教
管
轄
区
と
は
せ
ず
、
東
京
伝
道
管
轄
内
の
二
区
分
と
解
釈
し
て
き
た
米
国
聖
公
会
が
、
日
本
聖
公
会
の
現
行
地
方
部
と
米
国
聖
公
会
の
管
轄
権
を
と
も
な
う
伝
道
教
区
と
を
重
複
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
次
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
は
事
実
上
終
了
し
た
。
第
二
次
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
の
半
恒
久
的
決
着
1
負
の
遺
産
ー
英
国
人
の
地
方
部
主
教
着
任
は
、
日
本
に
お
け
る
英
国
占
有
地
域
の
迅
速
な
獲
得
が
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
を
英
国
サ
イ
ド
に
有
利
な
展
開
に
導
く
と
の
認
識
か
ら
で
あ
り
、
地
方
部
と
管
轄
権
を
重
ね
る
こ
と
を
望
む
日
本
人
の
意
向
に
応
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
(と
い
う
よ
り
日
本
人
の
独
立
主
教
区
は
新
し
く
設
立
す
る
も
の
で
あ
り
英
国
の
管
轄
区
の
譲
渡
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
英
国
人
主
教
ビ
カ
ス
テ
ス
は
暗
示
し
て
い
た
)、
外
見
は
日
本
人
の
意
向
に
沿
う
よ
う
に
映
っ
た
の
に
た
い
し
、
米
国
サ
イ
ド
は
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
で
の
米
国
側
の
犠
牲
を
憂
慮
し
て
、
日
本
聖
公
会
が
設
置
し
た
米
国
側
の
二
地
方
部
に
、
英
国
の
よ
う
に
迅
速
に
二
主
教
を
着
任
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
人
の
意
思
を
軽
視
し
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
問
題
を
よ
り
複
雑
に
し
て
い
た
。
む
し
ろ
、
も
と
も
と
日
本
聖
公
会
地
方
部
を
外
国
人
主
教
管
轄
区
と
重
ね
る
べ
き
と
の
立
場
を
英
国
側
に
再
三
は
た
ら
き
か
け
て
き
た
米
国
サ
イ
ド
の
ほ
う
が
、
将
来
独
立
す
る
日
本
人
主
教
区
に
米
国
の
管
轄
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が
　
区
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
傘
下
の
日
本
人
聖
職
が
日
本
聖
公
会
の
東
京
地
方
会
や
総
会
で
英
国
サ
イ
ド
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
人
は
、
ビ
カ
ス
テ
ス
が
将
来
独
立
す
る
日
本
人
主
教
区
の
た
め
に
現
有
す
る
英
国
人
主
教
管
轄
権
を
譲
渡
す
る
つ
も
り
が
な
い
と
の
意
図
を
見
抜
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ビ
カ
ス
テ
ス
は
一
八
八
六
年
の
来
日
直
後
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
の
現
地
調
整
で
、
英
国
人
主
教
の
東
京
在
住
要
望
は
取
り
さ
げ
て
い
た
も
の
の
、
東
京
に
お
け
る
英
米
協
働
教
育
事
業
と
い
う
美
名
を
つ
か
う
こ
と
で
東
京
在
住
の
英
国
人
聖
職
の
管
轄
権
を
な
ん
と
か
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
陳
情
し
て
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
京
在
住
の
英
国
人
聖
職
管
理
下
の
日
本
人
聖
職
信
徒
が
、
将
来
東
京
在
住
の
米
国
人
主
教
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
い
っ
そ
う
嫌
う
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
計
算
で
き
た
が
、
ま
さ
し
く
そ
れ
が
奏
効
し
た
の
で
あ
る
。
ビ
カ
ス
テ
ス
の
強
引
な
教
会
行
政
は
英
国
サ
イ
ド
に
多
大
な
権
益
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
在
日
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
勢
い
は
、
か
れ
の
死
と
と
も
に
失
速
す
る
。
一
九
〇
九
年
か
ら
一
五
年
間
S
P
G
は
英
国
か
ら
宣
教
師
を
一
人
も
派
遣
せ
ず
、
ピ
カ
ス
テ
ス
が
設
立
し
た
聖
ア
ン
デ
レ
伝
道
団
の
活
動
も
一
九
二
一
　
の
　
年
に
は
終
結
し
た
。
二
四
年
に
な
る
と
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
ラ
ン
ダ
ル
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ス
ン
は
対
日
宣
教
活
動
維
持
の
可
否
を
め
ぐ
り
、
ロ
ン
ド
ン
主
教
　　
　
ア
ー
サ
ー
・
ナ
イ
ト
を
調
査
の
た
め
に
日
本
に
派
遣
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
活
動
維
持
を
提
言
す
る
ナ
イ
ト
の
調
査
報
告
書
に
よ
り
、
神
戸
と
北
海
道
の
地
方
部
に
S
P
G
と
C
M
S
か
ら
英
国
人
主
教
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
で
、
な
ん
と
か
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
対
日
宣
教
の
危
機
は
回
避
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
二
三
年
に
全
聖
公
会
で
世
界
最
初
の
事
例
と
な
る
独
立
管
轄
権
を
も
つ
現
地
人
(日
本
人
)
主
教
が
、
日
本
聖
公
会
の
東
京
教
区
・
大
阪
教
区
主
教
と
し
て
誕
生
す
る
が
、
ふ
た
り
と
も
米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
日
本
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
二
次
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
の
決
着
に
よ
っ
て
聖
公
会
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
海
外
伝
道
地
と
し
て
の
日
本
全
土
は
、
英
米
い
ず
れ
か
の
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
占
有
地
と
な
り
、
英
米
主
教
い
ず
れ
か
の
管
轄
権
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
人
の
教
会
自
治
権
は
喪
失
し
た
の
で
あ
る
。
九
六
年
の
日
本
聖
公
会
第
五
総
会
か
ら
二
二
年
後
の
一
九
一
八
年
に
お
い
て
さ
え
、
同
派
の
日
本
人
機
関
誌
『基
督
教
週
報
』
は
巻
頭
で
こ
う
断
じ
て
い
る
。
東
京
・
大
阪
の
よ
う
な
「
二
地
方
混
合
の
情
態
は
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
が
残
し
た
罪
で
あ
る
」
。
「今
日
何
々
地
方
監
督
(主
教
-
括
弧
内
筆
者
)
と
云
ふ
と
雖
ど
も
実
は
日
本
聖
公
会
の
監
督
で
は
な
い
。
外
国
の
監
督
が
日
本
聖
公
会
を
支
配
し
　
の
　
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
こ
の
日
本
聖
公
会
に
お
け
る
英
米
分
割
の
歴
史
と
伝
統
は
、
現
代
の
日
本
聖
公
会
諸
教
区
の
制
度
と
慣
習
の
な
か
に
、
負
の
遺
産
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
い
か
に
近
接
し
た
諸
教
区
の
統
合
が
叫
ば
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
が
い
ま
も
っ
て
ほ
と
ん
ど
実
現
不
可
能
な
ほ
ど
に
、
分
割
の
傷
痕
は
深
く
浸
潤
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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日
本
人
国
内
自
主
伝
道
権
の
喪
失
第
一
次
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
が
決
着
し
て
、
初
代
英
国
人
主
教
プ
ー
ル
が
来
日
し
た
直
後
の
一
八
八
三
年
、
秦
呑
舟
ら
数
人
の
聖
公
会
系
日
本
人
有
志
は
、
日
本
人
に
よ
る
独
立
伝
道
団
の
組
織
を
発
議
し
た
。
翌
年
春
に
は
東
京
市
内
六
教
会
の
信
徒
有
志
に
よ
り
「大
日
本
伝
道
会
社
」
が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
「
日
本
監
督
教
会
伝
道
会
社
」
の
成
立
決
議
を
し
て
飯
田
栄
次
郎
を
武
州
松
山
　お
　
町
に
派
遣
、
日
本
人
に
よ
る
自
主
的
な
国
内
伝
道
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
日
本
人
伝
道
組
織
は
、
八
七
年
に
米
英
三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
合
同
し
て
日
本
聖
公
会
が
設
立
さ
れ
る
と
「
日
本
聖
公
会
伝
道
会
社
」
と
改
称
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
聖
公
会
創
立
総
会
で
制
定
さ
れ
た
東
京
、
大
阪
、
熊
本
(九
州
)、
函
館
(北
海
道
)
の
四
地
方
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
聖
公
会
伝
道
会
社
の
地
方
伝
道
委
員
を
選
出
し
、
そ
の
委
員
は
伝
道
会
社
の
中
央
本
部
に
地
方
部
内
の
献
金
を
集
め
て
送
金
し
、
本
部
は
そ
の
地
方
部
出
金
額
に
応
じ
た
給
与
を
地
方
伝
　
お
　
道
委
員
に
支
払
う
と
い
う
仕
組
み
と
し
た
が
、
本
部
委
員
は
日
本
人
と
外
国
人
を
同
数
と
し
、
本
部
に
は
地
方
部
納
付
金
以
外
に
、
米
国
聖
公
会
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
　
　
　
と
S
P
G
か
ら
多
額
の
補
助
金
が
納
入
さ
れ
、
自
給
自
治
に
よ
る
日
本
人
伝
道
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
伝
道
地
に
か
ん
し
て
は
各
地
方
部
内
へ
伝
道
会
社
任
命
の
日
本
人
伝
道
師
が
派
遣
さ
れ
、
米
英
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
旧
伝
道
地
や
　あ
　
新
伝
道
地
が
開
拓
さ
れ
た
。
九
一
年
の
日
本
聖
公
会
第
三
総
会
に
な
る
と
、
C
M
S
も
日
本
聖
公
会
伝
道
会
社
に
補
助
金
を
拠
出
し
は
じ
め
る
が
、
伝
道
師
は
伝
道
会
社
で
な
く
C
M
S
　が
　
が
任
命
派
遣
し
、
C
M
S
宣
教
師
の
指
揮
を
受
け
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
た
。
日
本
人
の
自
主
的
伝
道
は
こ
う
し
て
後
退
し
て
い
く
。
ま
た
第
三
総
会
で
は
「
日
本
聖
公
会
伝
道
会
社
拡
張
案
」
と
し
て
、
各
地
方
部
の
外
国
人
宣
教
師
担
当
の
伝
道
地
を
日
本
聖
公
会
伝
道
会
社
の
帰
属
と
し
、
米
英
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
支
出
の
伝
道
費
は
、
宣
教
師
の
経
費
以
外
は
、
す
べ
て
日
本
人
伝
道
師
の
た
め
に
日
本
聖
公
会
伝
道
会
社
に
寄
付
す
る
こ
と
な
ど
を
も
と
め
た
第
四
一
議
案
が
提
出
　
れ
　
さ
れ
た
が
、
宣
教
師
の
反
対
が
つ
よ
く
否
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
聖
公
会
伝
道
会
社
は
九
六
年
四
月
の
第
五
総
会
で
日
本
聖
公
会
伝
道
局
と
改
称
さ
れ
る
。
だ
が
、
変
更
さ
れ
た
の
は
名
称
だ
げ
で
は
な
か
っ
た
。
第
五
総
会
で
は
第
二
次
英
米
主
教
管
轄
権
問
題
が
日
本
全
土
を
英
米
い
ず
れ
か
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
管
轄
下
に
お
く
排
他
的
「
地
域
」
分
轄
に
よ
っ
て
決
着
し
た
た
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
聖
公
会
伝
道
会
社
の
伝
道
地
は
す
べ
て
消
失
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
管
轄
下
の
京
都
地
方
部
に
あ
ら
た
に
丹
後
と
丹
波
の
伝
道
地
が
日
本
聖
公
会
伝
道
会
社
か
ら
移
管
さ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
人
が
伝
道
地
と
伝
道
師
を
選
び
日
本
の
国
内
を
自
主
的
に
伝
道
す
る
権
利
は
失
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
聖
公
会
伝
道
局
の
伝
道
地
は
、
外
国
人
主
教
が
管
轄
権
を
も
つ
日
本
の
「
地
方
部
伝
道
区
外
」
つ
ま
り
「新
領
地
又
　　
　
は
海
外
」
と
さ
れ
、
日
清
戦
争
で
日
本
が
植
民
地
と
し
て
奪
取
し
た
「新
領
土
」
台
湾
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
伝
道
地
は
英
米
教
会
に
よ
っ
て
植
民
地
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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括
日
本
に
お
け
る
伝
道
地
抗
争
の
事
例
は
各
教
派
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
そ
の
影
響
に
よ
り
、
も
っ
と
も
負
の
遺
産
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
が
日
本
聖
公
会
で
あ
っ
た
。
明
治
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
四
大
教
派
を
概
観
す
る
と
、
長
老
・
改
革
系
教
派
の
日
本
人
教
会
で
あ
る
日
本
基
督
一
致
教
会
(
日
本
基
督
教
会
の
前
身
)
と
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
後
援
の
日
本
組
合
基
督
教
会
(
日
本
基
督
伝
道
会
　
　
　
社
の
後
身
)
は
、
と
も
に
母
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
分
離
型
も
し
く
は
独
立
志
向
と
い
わ
れ
、
こ
の
二
派
で
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
六
割
ち
か
く
を
占
め
　
　
　
て
い
た
が
、
明
治
初
期
に
は
前
者
が
関
東
圏
、
後
者
が
関
西
圏
と
い
う
伝
道
地
を
め
ぐ
る
暗
黙
の
紳
士
協
定
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
、
一
八
一
C
年
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
が
成
立
し
た
と
き
、
会
衆
派
(組
合
派
)
・
長
老
派
・
改
革
派
　れ
　
は
同
一
組
織
内
に
あ
り
、
教
義
や
組
織
制
度
に
類
似
点
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
幕
末
に
日
本
伝
道
が
開
始
さ
れ
た
と
き
は
そ
れ
ぞ
れ
別
教
派
と
し
て
競
合
関
係
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初
は
、
一
八
七
二
年
の
第
一
回
在
日
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
宣
教
師
会
議
開
催
や
、
一
八
七
〇
年
代
の
関
東
と
関
西
の
公
会
の
合
同
問
題
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
伝
道
の
た
め
に
協
調
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
八
五
年
に
一
致
教
会
が
高
知
伝
道
に
着
手
す
る
と
、
伝
道
地
　
　
　
を
め
ぐ
る
抗
争
が
両
者
間
で
発
生
し
全
国
各
地
に
飛
び
火
す
る
。
八
六
i
九
〇
年
に
か
け
て
、
一
致
・
組
合
の
両
教
会
は
合
同
運
動
を
展
開
し
た
が
、
合
同
教
会
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
一
致
・
組
合
両
教
会
の
合
同
運
動
に
刺
激
さ
れ
て
八
七
年
に
成
立
し
た
の
が
、
　
お
　
米
英
三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
援
で
、
包
括
型
も
し
く
は
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
依
存
志
向
と
い
わ
れ
る
日
本
聖
公
会
で
あ
る
。
日
本
聖
公
会
は
組
織
成
立
後
も
外
国
諸
主
教
が
統
括
し
た
日
本
人
教
会
で
、
管
轄
権
を
と
も
な
う
現
地
人
教
会
の
誕
生
は
三
六
年
後
の
一
九
二
一二
年
で
あ
っ
た
(そ
れ
で
も
全
聖
公
会
と
し
て
は
世
界
最
速
で
あ
っ
た
)
。
お
な
じ
包
括
型
の
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
設
立
は
、
日
本
聖
公
会
成
立
か
ら
二
〇
年
後
の
一
九
〇
七
年
で
あ
る
が
、
組
織
成
立
と
同
時
に
日
本
人
監
督
が
誕
生
し
て
い
る
。
メ
ソ
ジ
ス
ト
系
の
米
国
南
北
・
カ
ナ
ダ
の
三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
間
で
は
、
伝
道
地
抗
争
よ
り
も
、
日
本
人
教
会
設
立
に
向
け
て
の
　ぬ
　
監
督
制
採
用
を
め
ぐ
る
対
立
問
題
が
最
大
の
難
関
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
四
大
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
諸
派
間
の
教
派
競
合
が
展
開
さ
れ
る
な
か
、
類
似
教
派
や
同
系
教
派
の
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
間
で
も
、
協
働
と
競
合
の
錯
綜
し
た
諸
相
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
競
合
現
象
が
顕
著
な
伝
道
地
抗
争
は
、
一
致
・
組
合
教
会
の
事
例
の
よ
う
に
日
本
人
の
な
か
に
教
派
意
識
を
つ
よ
く
浸
透
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
契
機
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
、
一
八
二
七
年
と
三
六
年
を
発
端
と
す
る
委
託
制
と
い
う
ロ
ー
マ
の
法
的
制
度
が
、
一
九
世
紀
後
半
の
海
外
布
教
の
一
般
慣
行
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
布
教
地
は
明
確
な
境
界
を
も
つ
教
区
や
管
区
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
宣
教
会
や
修
道
会
が
独
占
、
そ
の
宣
教
会
員
や
修
道
会
士
の
み
が
布
教
活
動
を
し
、
知
牧
も
代
牧
も
か
れ
ら
の
な
か
か
ら
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え
ら
ば
れ
た
。
各
布
教
地
は
、
特
定
宣
教
会
の
「
宗
教
的
植
民
地
」
と
し
て
理
解
さ
れ
、
領
域
的
分
権
制
が
展
開
し
た
。
現
地
人
宣
教
師
が
誕
生
し
て
も
、
か
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
国
か
ら
渡
来
し
た
優
位
な
特
権
を
も
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
　
あ
　
教
師
の
補
佐
を
要
請
さ
れ
る
下
位
聖
職
者
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
明
治
期
の
日
本
布
教
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
単
独
で
お
こ
な
わ
れ
、
教
皇
の
よ
う
な
教
会
最
高
権
威
が
中
央
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
日
本
伝
道
地
を
分
割
し
て
　　
　
も
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
聖
公
会
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
同
系
教
派
で
も
異
な
る
複
数
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
米
英
と
い
う
異
国
間
で
同
等
の
権
威
を
も
つ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
お
な
じ
伝
道
地
を
め
ぐ
る
競
合
現
象
が
頻
発
す
る
　レ
　
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
償
が
、
日
本
人
主
教
管
轄
教
区
設
立
の
遅
　が
　
延
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
日
本
人
伝
道
機
関
の
国
内
伝
道
権
限
の
喪
失
で
あ
っ
た
。分
離
・
独
立
型
の
日
本
基
督
教
会
や
日
本
組
合
基
督
教
会
が
、
日
清
・
日
露
戦
争
で
の
国
家
主
義
興
隆
を
背
に
し
て
自
給
教
会
を
増
加
さ
せ
、
日
本
人
伝
道
機
関
の
経
済
的
独
立
や
自
主
権
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
英
米
聖
公
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
、
日
本
人
の
教
会
自
治
権
と
国
内
自
主
伝
道
権
を
失
っ
た
ま
ま
停
滞
し
た
包
括
・
依
存
型
の
日
本
聖
公
会
の
日
本
伝
道
地
は
、
英
米
教
会
に
よ
っ
て
宗
教
的
植
民
地
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
国
内
の
伝
道
自
主
権
が
在
日
外
国
人
地
方
部
主
教
に
帰
属
す
る
日
本
聖
公
会
の
伝
道
局
の
伝
道
対
象
地
は
、
日
清
戦
争
で
日
本
の
「新
領
土
」
と
な
っ
た
台
湾
と
さ
だ
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
自
国
内
の
自
主
伝
道
権
を
奪
わ
れ
た
日
本
人
に
よ
っ
て
、
植
民
地
伝
道
は
東
ア
ジ
ア
の
隣
国
に
輸
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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ー
しd
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ω
㊤
＼
念
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日
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聖
公
会
京
都
教
区
資
料
室
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下
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①
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①
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①
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⊆
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⑦
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○
§
紺
さ
ミ
§
§
辱
§
8
ミ
ミ
§
bd
執客
愚
ミ
v
卜
㌣
帖N
N
N
芻
ト
ω
0
9
Φ
亳
h
o
二
冨
℃
『
8
甲
ひq
鋤
鉱
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什
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①
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鼈
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①
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鼻
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①
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①
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①
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鋤
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①
詈
。
↓
9
冨
び
8
宜
Φ
鮎
b
㊤
ω
8
けΦ
目
び
Φ
二
c。
刈
P
O
三
。
」
押
じU
。
×
・。
・。
(
14
)
肉
愚
騨
8
.
簿
.
(
15
)
野
ひq
Φ
器
ω
8
。
ぎ
§
ミ
建
ミ
§
O
蕊
壽
肉
ミ
き
§
§
§
ひ
壽
§
§
§
載
壽
ミ
q
墨
<
。
=
戸
O
竃
ρ
留
一暮
⊆
曙
ω
ε
霞
Φ
"
い
。
巳
。
p
一
。
㊤
㊤
も
・
α
㊤
押
囲
8
げ
Φ
円
8
芝
已
冨
日
ω
℃
一
軽
冒
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＼
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京
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方
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』
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治
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日
。
(
42
)
名
取
多
嘉
男
「
近
代
日
本
と
宣
教
師
た
ち
」
『英
国
の
心
棒
』
聖
公
会
出
版
、
一
九
八
八
年
。
(
43
)
ぴ
p。
ヨ
び
Φ
島
勺
巴
9
8
団
び
蠢
曙
(冨
目
$
津
Φ
「
o
肆
巴
餌
ω
い
℃
い
)
鴇
〉
『
o
『
び
δ
げ
。
b
臣
芝
鋤
a
煢
三
8
bσ
穹
ω
。
⇒
勺
碧
霞
ρ
<
。
ま
9
bd
己
《
Φ
房
叶Φ
9
8
じd
g
ω
o
P
b。
①
〉
⊆
ひq
昜
け
H
。
・。
刈
。
竃
Φ
目
o
鑓
巳
ニ
ヨ
8
9
Φ
ho
H
ヨ
鋤
口
o
昌
o
h
穹
国
o
o
冨
ω
貯
ω
菖
o
巴
℃
『
o
<
貯
o
①
一昌
0
匡
昌
9
①
P
α
一
鋤
燭
鋤
コ
"
ハ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
オ
ン
「
十
字
架
の
勝
利
の
た
め
に
1
英
国
に
よ
る
対
日
布
教
活
動
の
概
観
(
一
八
六
九
i
一
九
四
五
年
)
」
『
日
英
交
流
史
一
六
〇
〇
1
二
〇
〇
〇
』
五
、
都
築
忠
七
、
ゴ
ー
ド
ソ
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
、
草
光
俊
雄
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
三
二
三
頁
参
照
。
(
4
)
前
島
潔
「
聖
公
会
探
訪
記
(
三
八
)
再
び
総
会
と
神
の
指
導
ー
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
、
ビ
カ
ス
テ
ス
両
監
督
の
記
録
ー
」
『基
督
教
週
報
』
七
二
巻
五
号
、
一
九
三
六
年
四
月
三
日
。
塚
田
理
『
日
本
聖
公
会
の
形
成
と
課
題
』
前
掲
書
、
八
三
頁
。
こ
の
戦
前
・
戦
後
の
日
本
聖
公
会
史
家
・
論
者
ら
に
よ
る
ビ
カ
ス
テ
ス
偏
向
の
美
伝
化
は
、
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
偏
重
の
日
本
聖
公
会
史
論
と
米
国
人
主
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
不
当
な
過
小
評
価
に
連
動
し
た
。
詳
し
く
は
、
大
江
満
『宣
教
師
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
伝
道
と
生
涯
-
幕
末
・
明
治
米
国
聖
公
会
の
軌
跡
1
』
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
三
五
1
五
三
六
頁
、
五
四
五
ー
五
四
六
頁
、
五
五
四
頁
、
五
六
九
-
五
七
〇
頁
を
参
照
。
(
45
)
芝
籃
冨
8
日
蝉
二
〇
〇
吋
8
鬢
已
一①
B
ω
●
い
鋤
昌
σq
h
O
a
博
心
聞
①
耳
螽
「
《
一
。
㊤
担
Z
メ
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
主
教
文
書
H
l
じd
＼
お
9
資
料
室
。
(
46
)
..]≦
①
ヨ
o
H
き
費
日
.一
耄
ヨ
冨
ヨ
=
○
び
費
け
出
霞
Φ
餌
口
◎
国
α
芝
餌
a
じd
け
評
臼
-
ω
叶卑
互
冒
ぢ
H
。
O
尸
Z
欝
閃
ρ
一
碧
鋤
員
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
主
教
文
書
H
l
しU
＼
お
伊
資
料
室
。
(
47
)
岩
佐
琢
蔵
「
英
米
両
派
の
伝
道
区
分
画
に
就
て
」
『
公
会
月
報
』
一
号
、
明
治
二
四
年
八
月
五
日
、
二
四
-
二
五
頁
。
(
48
)
『
日
本
聖
公
会
東
京
地
方
部
第
九
回
地
方
会
議
決
録
』
明
治
二
七
年
一
月
、
東
京
部
地
方
会
、
二
i
三
頁
。
(
49
)
一
〇
げ
コ
窰
o
江
目
8
い
餌
昌
ひq
8
a
糟
器
宣
昌
⊆
鋤
q
一
。
㊤
♪
日
○
評
団
ρ
一
押
しd
o
×
戸
〉
国
0
(
50
)
『
日
本
聖
公
会
第
二
総
会
議
決
録
』
明
治
二
二
年
四
月
。
(
51
)
『
日
本
聖
公
会
第
三
総
会
議
決
録
』
明
治
二
四
年
四
月
。
(
52
)
]≦
o
匠
旨
8
目
き
αq
8
a
℃
8
●
o
F
(
53
)
Hぼ
9
(
54
)
H甑
α
・
(
5
)
一
〇
ゴ
昌
自
筥
冨
8
ω
け
o
い
鋤
昌
ぴq
8
「
ρ
N
ω
国
Φ
び
『
量
蔓
H
。
㊤
♪
]≦
一α
臼
Φ
8
≦
P
一
押
bd
O
×
H
押
一
〇
げ
旨
♂
<
≡
冨
ヨ
ω
8
い
き
ひq
8
a
b
]≦
贄
9
H
。
逡
し
≦
α
臼
①
辞
-
o
≦
⇒
し
尸
じd
O
×
一
一
(
56
)
]≦
o
霆
ヨ
8
冒
げ
⇒
詔
≡
冨
ヨ
ω
b
「
Φ
び
歪
鋤
蔓
H
。
逡
」
押
しU
O
×
置
(
57
)
しd
ド
冨
『
ω
8
匪
8
]≦
o
匹
β
0
8
δ
ρ
嵩
「
①
耳
螽
蔓
一
。
逡
℃
>
N
咢
⊆
こ
押
bu
o
×
　
(
58
)
]≦
o
匹
8
8
じd
皆
冨
お
け
Φ
昏
℃
8
嘗
巴
b
O
句
Φ
耳
轟
亳
一。
㊤
軽
℃
日
霊
匹
U一し
尸
75
od
o
×
一
H
(
59
)
しd
け
犀
Φ
『
ω
8
9
8
竃
o
匹
B
も
o
営
巴
b
H
頃
Φ
び
歪
鋤
曼
HO。
㊤
♪
日
o
犀
賓
ρ
一
戸
じd
o
×
目
(
60
)
]≦
o
匹
ヨ
8
しd
け
吋
臼
ω8
9
"
8
官
①
ρ
逡
国
Φ
び
霊
鋤
亳
H。
㊤
心
M
日
○
犀
《
ρ
一
戸
bd
o
×
二
(
61
)
『
日
本
聖
公
会
百
年
史
』
日
本
聖
公
会
歴
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
五
九
年
、
一
四
二
頁
。
(
62
)
]≦
o
紅
ヨ
叶o
しd
ド
犀
臼
ω8
誓
"
8
且
①
9
鍾
司
①
び
毎
鋤
曙
H
。
㊤
蒔
"
o
P
皀
け
(
63
)
旨
o
ゴ
昌
芝
≡
冨
ヨ
ω
8
い
①
昌
ひq
8
円
ρ
b。
ω
国
Φ
σ
疂
餌
遷
一
。
Φ
企
o
P
o
注
(
64
)
ω
鋤
ヨ
=
Φ
H
しd
8
評
臼
ω
汁Φ
叶
F
卜
慧
無
ミ
亀
卜
馬
味欝
誘
黛
睾
無
ミ
bu
習
書
お
討
ミ
切
帖客
魯
旦
⑦
§
ミ
§
書
o
し
o
げ
巳
≦
⊆
『蠢
ざ
〉
子
①
8
鋤
匡
①
ω
q
Φ
2
堕
い
o
昌
α
O
P
一
8
㎝
》
P
ω
①
①
(
65
)
]≦
o
匹
日
8
い
p
昌
αq
8
a
」
H
]≦
四
《
H
。
㊤
企
日
o
吋
く
ρ
旨
戸
ゆ
o
×
H
一
(
6
)
]≦
o
江
ヨ
8
い
き
σq
州O
a
退
一
⊆
澪
H
。
ゆ
企
臼
○
吋
ぢ
し
戸
bd
o
×
一
一
(
67
)
【ぼ
似
・
(
68
)
oD
]≦
一
。
㊤
。
一
P
ミ
①
(
69
)
『
日
本
聖
公
会
第
五
総
会
決
議
録
』
明
治
二
九
年
四
月
。
(
70
)
「
日
本
聖
公
会
東
京
北
部
伝
道
区
会
決
議
録
」
(
『教
界
評
論
』
四
九
号
付
録
)
明
治
二
九
年
一
月
、
三
頁
。
「
日
本
聖
公
会
第
五
総
会
議
事
要
録
」
『教
界
評
論
』
明
治
二
九
年
四
月
、
四
六
頁
。
(
71
)
.、幻
8
0
昏
o
h
9
①
O
o
目
ヨ
葺
①
Φ
o
昌
「
o
お
戯
ロ
]≦
冨
ω
δ
磊
o
昌
匪
Φ
い
p・
B
-
び
Φ
9
0
0
三
Φ
お
g
軌
、鴇
oD
]≦
H
。
リ
メ
P
芻
㊤
(
72
)
Qっ
]≦
一
〇。
㊤
メ
P
①
に
(
73
)
冨
。
匹
ヨ
8
囲
日
び
Φ
斜
・。
O
》
ロ
αq
g
ω江
。
㊤
メ
℃
穹
Φ
<
蝉
こ
押
しd
o
×
一
ω
(
74
)
ω
富
昌
9
ロ
αq
O
o
ヨ
ヨ
葺
Φ
①
8
]≦
o
臨
ヨ
(ロ
o
α
蝉
叶
Φ
)
お
8
ぞ
①
α
讐
¢
o
けぼ
〇
二
ひq
げ
]≦
o
匹
巳
し
O
「
①
再
二
餌
亳
H
。
㊤
。
し
戸
od
o
×
H
。
(
75
)
勺
同
0
8
巴
ぎ
αQ
ρ
。
]≦
霞
9
一
Q。
㊤
。
"
bd
O
o
パ
譯
(
76
)
]≦
o
匹
旨
8
閑
一ヨ
σ
Φ
び
H
ご
≦
曽
く
H
。
㊤
。
鴇
↓
o
評
団
ρ
一
戸
じd
O
×
H
ω
(
7
)
冒
霞
口
巴
o
暁
O
Φ
澪
『
巴
O
o
昌
〈
Φ
口
岳
o
コ
o
h
9
Φ
℃
国
0
⊂
ω
>
H
8
押
℃
P
ω
。
㌣
ω
○◎
Q。
(
78
)
一
九
〇
二
年
の
日
本
聖
公
会
第
七
総
会
に
お
い
て
、
マ
キ
ム
は
個
人
的
見
解
と
断
り
な
が
ら
も
、
自
給
を
条
件
と
し
た
日
本
人
主
教
区
設
立
の
さ
い
に
は
、
米
国
人
主
教
管
轄
区
か
ら
の
撤
退
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
。
『
日
本
聖
公
会
第
七
総
会
議
事
抄
録
』
明
治
三
五
年
。
(
79
)
い
℃
炉
>
8
げ
⊆
ω
げ
o
℃
幻
◎
昌
α
巴
一
↓
げ
o
白
鋤
ω
U
鋤
く
置
ω
o
昌
℃
四
℃
臼
ω
"
<
9
G。
逡
●
]≦
Φ
ヨ
o
蠧
昌
α
二
8
ヰ
0
3
0Q
℃
○
〔
bd
一ωげ
o
O
=
・
=
」
≦
o
暮
ひq
O
ヨ
Φ
昌
〕
鋤
津
2
m
δ
コ
αq
け巴
パ
≦
津
ゴ
H≦
村
.旨
自
・
O
匡
げ
Po
b
P
一
トσ
一
⊆
昌
Φ
H
り
ト○
ら
・
ハ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
オ
ン
、
前
掲
書
、
三
二
九
頁
。
(
80
)
ア
イ
オ
ソ
、
前
掲
書
、
三
二
九
頁
。
(
81
)
『
基
督
教
週
報
』
三
七
巻
二
六
号
(
九
五
六
号
)
、
大
正
七
年
八
月
二
三
日
。
(
82
)
『
日
本
聖
公
会
百
年
史
』
九
四
-
九
五
頁
。
(
83
)
『
本
部
委
員
会
議
事
録
』
明
治
二
〇
年
一
二
月
二
〇
日
。
『
日
本
聖
公
会
第
二
総
会
議
決
録
』
一
一
-
一
四
頁
。
(
84
)
『
日
本
聖
公
会
第
二
総
会
議
決
録
』
一
五
-
一
八
頁
。
(
85
)
同
右
、
一
九
i
二
八
頁
。
(
86
)
『
日
本
聖
公
会
第
三
総
会
議
決
録
』
三
六
-
三
七
頁
。
(
87
)
同
右
、
一
〇
三
-
一
〇
四
頁
。
(
8
)
『
日
本
聖
公
会
第
五
総
会
議
決
録
』
明
治
二
九
年
四
月
、
八
頁
。
76
宗教的植民地化の断章
位
(
89
)
澤
田
泰
紳
「
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
史
」
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
派
史
の
研
究
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
、
教
文
館
、
一
九
九
七
年
、
一
五
四
頁
。
(
90
)
海
老
沢
有
道
・
大
内
三
郎
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
七
〇
年
、
四
六
一
頁
。
(
91
)
吉
田
亮
「
一
八
七
〇
年
代
の
教
会
合
同
問
題
と
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
」
、
前
掲
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
諸
教
派
史
の
研
究
』
二
七
一
頁
。
(
92
)
本
井
康
博
「
新
島
襄
の
教
派
意
識
ー
一
致
教
会
と
の
協
調
と
確
執
-
」
、
同
右
、
三
七
五
-
三
八
一
頁
。
(
93
)
澤
田
泰
紳
、
前
掲
論
文
、
一
五
四
頁
。
(
94
)
同
右
、
一
六
四
-
一
八
六
頁
。
(
95
)
『
キ
リ
ス
ト
教
史
一
〇
』
J
・
T
・
エ
リ
ス
ほ
か
、
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
訳
・
監
修
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
、
四
一
九
-
四
二
〇
頁
。
(
96
)
明
治
期
の
日
本
布
教
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
が
独
占
し
た
が
、
明
治
期
の
唯
一
の
例
外
は
、
一
九
〇
四
(明
治
三
七
)
年
一
月
に
、
四
国
全
島
が
ピ
ウ
ス
十
世
の
命
に
よ
っ
て
大
阪
司
教
区
か
ら
独
立
し
て
、
ス
ペ
イ
ソ
の
ド
ミ
ニ
コ
会
所
属
の
宣
教
師
に
委
ね
ら
れ
た
知
牧
区
の
み
で
あ
る
(
尾
原
悟
「
大
正
・
昭
和
の
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
」
前
掲
『
キ
リ
ス
ト
教
史
一
〇
』
五
一
四
-
五
一
五
頁
、
五
三
三
頁
)
。
(
97
)
大
航
海
時
代
に
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
を
独
占
し
た
の
は
、
布
教
保
護
権
に
も
と
づ
き
東
イ
ン
ド
を
勢
力
圏
と
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
派
遣
の
イ
エ
ズ
ス
会
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
内
部
に
あ
っ
て
、
じ
っ
さ
い
に
布
教
政
策
を
立
案
し
て
教
会
を
管
理
、
運
営
し
、
統
率
し
て
い
く
枢
要
の
地
に
い
た
の
は
、
じ
つ
は
、
お
も
に
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
り
、
つ
い
で
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
と
の
あ
い
だ
に
確
執
が
生
じ
て
い
た
(
高
瀬
弘
一
郎
「
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
の
祖
国
意
識
」
『大
航
海
時
代
叢
書
X
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
日
本
教
会
史
』
月
報
1
一
九
七
〇
年
三
月
、
岩
波
書
店
、
一
一
四
頁
)
。
明
治
中
期
に
米
英
聖
公
会
三
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
日
本
聖
公
会
が
設
立
さ
れ
た
の
ち
も
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
宣
教
師
の
数
で
米
国
系
に
優
る
英
国
系
に
た
い
し
て
、
最
初
に
渡
米
し
、
日
本
人
教
会
の
法
憲
法
規
な
ど
の
組
織
基
盤
を
提
供
し
た
の
は
米
国
系
で
あ
り
、
両
者
間
の
確
執
は
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
(拙
著
『宣
教
師
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
伝
道
と
生
涯
-
幕
末
・
明
治
米
国
聖
公
会
の
軌
跡
1
』
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
八
九
-
五
七
二
頁
、
七
五
三
ー
七
五
四
頁
)
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
英
米
間
で
聖
公
会
の
日
本
伝
道
地
を
寸
分
な
く
分
割
し
た
よ
う
に
、
日
本
聖
公
会
内
部
で
両
ミ
ッ
シ
ョ
ン
混
在
の
協
働
伝
道
は
最
後
ま
で
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
両
国
の
版
図
拡
大
に
と
も
な
う
布
教
保
護
権
の
制
度
に
も
と
づ
き
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
日
本
布
教
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
家
的
事
業
と
し
て
展
開
さ
れ
た
大
航
海
時
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
も
、
一
九
世
紀
の
欧
米
列
強
進
出
に
よ
っ
て
開
国
し
た
近
代
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
米
英
聖
公
会
宣
教
師
も
、
い
ず
れ
も
宣
教
師
の
祖
国
意
識
と
い
う
も
の
が
、
日
本
の
布
教
と
伝
道
に
あ
た
え
た
影
響
は
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
(
98
)
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
日
本
人
監
督
は
全
国
組
織
で
一
人
で
あ
っ
た
が
、
日
本
聖
公
会
で
は
各
地
方
部
の
主
教
で
あ
り
、
管
轄
権
を
と
も
な
う
日
本
人
主
教
の
条
件
と
し
て
は
、
法
規
が
さ
だ
め
る
地
理
上
隣
接
す
る
六
個
以
上
の
自
給
教
会
に
よ
る
経
済
支
援
の
保
証
が
必
要
で
あ
っ
た
(
「
日
本
聖
公
会
監
督
教
区
制
定
案
」
『
日
本
聖
公
会
第
九
総
会
議
決
録
』
明
治
四
一
年
四
月
、
二
三
-
二
四
頁
)
。
各
個
教
会
の
自
給
も
容
易
に
す
す
ま
な
い
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
依
77
存
型
の
日
本
聖
公
会
諸
教
会
に
と
っ
て
、
全
国
規
模
の
多
数
の
教
会
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
地
理
的
に
隣
接
す
る
少
数
の
教
会
が
、
自
給
を
法
規
上
原
則
と
す
る
日
本
人
の
各
主
教
区
実
現
の
た
め
、
独
立
資
金
を
と
と
の
え
る
こ
と
は
至
難
で
あ
っ
た
。
78
